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調査概要（1/3）

⚫ 本調査は、2017年にＪ１・Ｊ２・Ｊ３の54クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて
集計したものです。

⚫ 2016年版から下記の集計ルールを採用しています。
⚫ クラブによるルール解釈・報告精度の違いを調整できていないため、あくまで参考値としてご覧ください。

期間 2017年1月1日から12月31日

場所 制約なし。災害被災地や海外で実施した活動を集計する。

活動者 クラブ（株式会社、および関連する社団、ＮＰＯなど）に所属し、または直接の契約を有し、
またはクラブを公式に象徴する、あらゆる者による活動を集計対象とする。

対象とする（Ａ） 対象としない

• 選手（トップ、女子、アカデミー）
• 監督、コーチングスタッフ（トップ、

女子、アカデミー、普及、スクール）
• クラブの役員、職員
• アンバサダー、マスコット、公式チア

チーム
• エアゴールなど、クラブを象徴しうる

備品の貸し出しは、集計対象とする

• 提携先の学校、クラブ、少年団等に所属
する選手、監督コーチングスタッフ、
役職員等

• クラブの外部株主
• 外部の支援団体（自治体、町内会、

商店会、企業、学校、サポーター、
ボランティア等）で、（左記）の
（Ａ）が参加しない場合

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月
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調査概要（2/3）活動内容

対象とする 対象としない

• 企業での講話、講演 • 企業や店舗への表敬訪問、または商談

• 地域振興団体*への表敬訪問 • 地域振興団体*との事務的な協議

• 地域振興団体*主催の大規模パーティ、懇親会への出席 • 一般的な、またはプライベートな食事会・懇親会

• 豆まきへの参加（地域の催事への協力） • 必勝祈願（クラブの行事）

• ちらし等の配布、またはポスティング

• グッズ売り場での販売補助

• 試合会場、トレーニンググラウンド（キャンプ地を含
む）におけるファンサービス

• 社会貢献・地域貢献に関する取材対応 • スポーツに関する取材対応

• 地方振興団体*の広報への協力

• 障がい者など、社会的弱者を試合に招待 • 一般的な試合招待事業

• チャリティ目的の選手シートの設置

• クラブとしての寄付、及び物品寄贈

• クラブと無関係の選手個人の活動
• 巡回指導など、無償の普及活動
• サッカー以外のスポーツ振興活動
• 介護予防事業

• Ｊリーグ公式行事への参加
• クラブが主催する、支援者またはファン・サポーター

向け行事への参加（ビジネスパーティ、入団会見、
ファン感謝デー、ファン向けトークショーなど）

• 研修やセミナーの受講

* 地域振興団体：自治体、商工会、青年会議所、ロータリークラブ、ライオンズクラブ、経済同好会、商店会、自治
会、及びその外郭団体。並びにクラブを応援する地域の集まり（ホームタウン連絡協議会など）。

**年間を通して毎日稼働する活動（スポーツチームの保有、医療センター開設など）は、1件として報告する。その
際、活動内容/名称欄に（チーム）（常設）などと付記する。但し学校訪問など、その都度訪問先が異なる場合は、
従前通り一訪問先毎に報告する。

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月
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調査概要（3/3）活動ジャンル

大項目 活動ジャンル

スポーツ×健康 サッカー普及｜地域スポーツ振興｜食育｜健康（介護予防を含む）｜医療｜その他

Ｊクラブ×地域振興 地域・産業｜道路・交通｜まちづくり｜観光｜国際交流｜その他

Ｊクラブ×社会課題 環境｜人権・ダイバーシティ｜教育・啓発｜復興支援｜その他

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月



(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 4

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。

合計活動回数

17,832回

68.9%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

10.0%

21.1%

12,286回1,784回

3,762回

1クラブ平均

330回/年

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月
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54クラブの活動領域分布（クラブ別）
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スポーツ×健康 Ｊクラブ×地域振興 Ｊクラブ×社会課題解決

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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北海道コンサドーレ札幌（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

札幌市を中心とする北海道

44.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

16.5%

39.2%

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。

活動回数

418回



(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 8

北海道コンサドーレ札幌（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

コンサタウンふれあいフェスタ

日 時
開催場所
主 催

参加者数

内 容

福祉施設訪問サンタ隊

ホームタウン

札幌市を中心とする北海道

©2017CONSADOLE ©2017CONSADOLE

： 2017年8月19日（土）13時～20時
：宮の沢公園（宮の沢白い恋人サッカー場隣接）
：西町地区夏祭り・盆踊り実行委員会、行政、

自治会（西町連合町内会）、行政外郭団体、
商工会議所・商店会（西のコンサ通り商店会）、
コンサドーレを含む地元企業、教育福祉機関等

：約5000人
（札幌市内町内会行事でも最大規模の集客数）

：盆踊り、花火打ち上げ、参加型アトラクション、
地元特産市場、スタンプラリー、小学生総合学習、防災
教育、ＹＯＳＡＫＯＩソーラン演舞などが行われました

実 施 日
実施場所

参加者数
内 容

： 2017年12月5日（火）～12月22日（金）
：全23施設

病院、養護学校、高齢者施設、障がい者施設、児童施設など
：約1500名
：ドーレくん＆コンサドールズによるダンス披露、

参加者とのＰＫ対決や質問コーナー等のふれあい、
クリスマスプレゼントの贈呈

クラブからの参加者：
金山隼樹選手、深井一希選手、上原慎也選手、前寛之選手、
福森晃斗選手、早坂良太選手、進藤亮佑選手、濱大耀選手、
菅大輝選手、ドーレくん、コンサドールズ
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グルージャ盛岡（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

73.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

1.5%

25.2%

岩手県／盛岡市・北上市・宮古市・大船渡市・花巻市・久慈市・遠野市・一関市・釜石市・

二戸市・八幡平市・奥州市・滝沢市・雫石市・葛巻町・岩手町・紫波町・矢巾町・西和賀町・金ケ崎町・
平泉町・住田町・大槌町・山田町・岩泉町・田野畑村・普代村・軽米町・野田村・九戸村・洋野町・一戸町を中心とする全県

活動回数

131回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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グルージャ盛岡（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

岩手県立盛岡青松支援学校との交流

2016年より学校訪問および交流会や、全ホームゲーム時のアウェイ
チーム選手名板を作成作業をお願いするなど幅広く交流しています。
学校訪問では、ゲームや選手による体幹トレーニング、質問コーナー
など、生徒や職員の皆さんとの交流を行っています。
また、9月20日（水）に訪問した谷口選手は、「9.24アスルクラロ
沼津戦で必ずゴールを決める」約束をし、ゴールパフォーマンスを
どうするかをみんなで話し合い、ゴールを決めた時は「ゴリラ」の
パフォーマンスをすると約束し、見事、沼津戦で谷口選手はゴールを
決め、約束を果たしました。

グルージャ盛岡では、青少年の育成、少年たちの社会復帰の後押し、
再犯抑制などを目的に、トップチームの選手が盛岡少年院を訪問し、
サッカー教室（指導）を実施しています。コーディネーション
トレーニング、ドリブル練習、パス練習、最後には選手とPK対決など、
サッカーを通じ、毎年、盛岡少年院の皆さんと交流しています。

盛岡少年院 サッカー指導訪問

ホームタウン 岩手県／盛岡市・北上市・宮古市・大船渡市・花巻市・久慈市・遠野市・一関市・釜石市・

二戸市・八幡平市・奥州市・滝沢市・雫石市・葛巻町・岩手町・紫波町・矢巾町・西和賀町・金ケ崎町・
平泉町・住田町・大槌町・山田町・岩泉町・田野畑村・普代村・軽米町・野田村・九戸村・洋野町・一戸町を中心とする全県

©GRULLA MORIOKA ©GRULLA MORIOKA

©GRULLA MORIOKA ©GRULLA MORIOKA
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ベガルタ仙台（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

宮城県／仙台市

62.8%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

19.0%

18.2%

活動回数

269回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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ベガルタ仙台（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ベガルタ仙台の選手と遊ぼう！

サッカーに限らず、トランプやかるた、ドッヂボールや
バスケットボールなど、いろんなスポーツや遊びで選手と
放課後を楽しく過ごす活動です。

ホームタウン

宮城県／仙台市

©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI©VEGALTA SENDAI©VEGALTA SENDAI

復興支援活動（被災地唯一のＪ１クラブとして出来ること）

プロサッカーチーム・プロスポーツクラブならではの復興支援策。
サッカーの力、スポーツの力で、復興・復幸・復活！！！

目的：

対象：
実績：

アトラクション：
アトラクション、サッカー、バスケットボール、ドッヂボール、
かるた、トランプ、宿題、けん玉など

サッカーに興味がない子どもにも、ベガルタ仙台、
ベガルタ仙台の選手、サッカーに興味を持ってもらう
きっかけの場とする。
県内の児童館、小学校、支援学校など
2017年計6回実施。延べ374名の子どもが参加

①

⑤

③

④

②

①宮城・東北Dream Project
＠ユアテックスタジアム仙台

②全選手での被災地訪問＠名取市閖上地区
③復興支援ini石巻マイナビカップレディース

U-15にビジャレアルレディースU-15を招聘
④南三陸ハマーㇾ歌津オープニング＠南三陸町
⑤介護予防事業健康体操教室＠裏沢田集会所

©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI

©VEGALTA SENDAI
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ブラウブリッツ秋田（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

秋田県／秋田市、由利本荘市、にかほ市、男鹿市を中心とする全県

36.0%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

48.4%

15.6%

活動回数

225回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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ブラウブリッツ秋田（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

中央大学「福＋プロジェクト」

ブラウブリッツ秋田では、中央大学FLP小林ゼミと共同で、
「スポーツによる地域活性化」をテーマとした活動を
2014シーズンより行っています。
秋田県の抱える少子高齢化問題解決のために、シルバー世代が
他者との新たな交流により繋がりの輪を広げることを目的に
毎年イベントを企画しています。
2017シーズンは「福+プロジェクト」と題し、2016シーズンも
実施したグラウンドゴルフ大会や8人制バレーボール大会に加え、
ホームゲーム観戦前後の気分の変化を調査する「POMS調査」を
実施しました。

2015年より、JA全農あきたと共同で、「次世代を担う子どもたちの
健全な育成」を目的に、小学生を対象とした食農教育の取り組みを
実施しています。
2017シーズンは、田んぼの生きもの調査、田植え・稲刈り体験に加え、
新たに夏野菜の収穫・乳牛の乳搾り体験なども実施しました。
また、JA全農あきたpresentsブラウブリッツ秋田ホームゲームに
おいて、子どもたちが収穫したお米を選手に贈呈しました。

元気わくわくキッズプロジェクト

ホームタウン

秋田県／秋田市、由利本荘市、にかほ市、男鹿市を中心とする全県

©︎2017 BLAUBLITZ AKITA

©︎2017 BLAUBLITZ AKITA

©︎2017 BLAUBLITZ AKITA©︎2017 BLAUBLITZ AKITA

©︎2017 BLAUBLITZ AKITA©︎2017 BLAUBLITZ AKITA
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モンテディオ山形（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

山形県／山形市、天童市、鶴岡市を中心とする全県

58.9%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

7.1%

34.0%

活動回数

253回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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モンテディオ山形（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

モンテ食育授業

12月8日、山形県天童市の市立津山小学校に松岡亮輔選手が
キャリア教育の一環として6年生対象に特別授業を行いました。
プロサッカー選手でありながら、社会科の教員免許を持っている
松岡亮輔選手が、小さい頃の話やサッカーを始めたきっかけ、
サッカー選手になるために頑張ったことなどを伝えました。

8月6日、29名の選手全員に加え、監督以下トップチームスタッフ、
クラブフロントスタッフ合わせて約60人、およびサポーターの
みなさん約60名、合わせて約120人の大所帯で山形花笠まつりに
参加いたしました。
パレードでは選手たちが思い思いに手を振り、花笠音頭を踊り、
沿道の方々にうちわを配り、それぞれに祭りを盛り上げます。

やまがた夏の風物詩、花笠まつりパレード

ホームタウン

山形県／山形市、天童市、鶴岡市を中心とする全県
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福島ユナイテッドＦＣ（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

福島県／福島市・会津若松市を中心とする全県

78.6%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

5.1%

16.3%

活動回数

276回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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福島ユナイテッドＦＣ（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

福島県産品の風評払拭活動：
ふくしマルシェ

2011年3月11日に発生した、東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力
発電所の事故により、福島県及び、福島県産品に対する風評被害が広がり
ました。安心・安全な福島県の農産物を広くPRするため、福島県・福島市・
県内の農家と協力し、アウェイ戦の試合会場で、福島の観光パンフレットの
配布・県産品（野菜や６次化商品）の販売PRを開始しました。
また、提携先の湘南ベルマーレのご協力もあり、毎年桃の時期には、福島の
くだものと福島のPR活動を行っているミスピーチと一緒に試合会場で
「ふくしまの桃」の配布しています。

風評払拭活動の一環として、選手・スタッフが農家に伺い、りんごと桃の
生育を行っています。それぞれ受粉・摘果や葉積み作業などのいくつかの
作業工程を行い、各メディアを通し、全国へ「美味しい福島の魅(味)力」を
発信しています。
収穫するりんごと桃は、「福島ユナイテッドFCのりんご」「福島ユナイテッド
FCの桃」としてブランド化し、予約販売を行っています。

福島県のりんご・桃のPR活動

ホームタウン

福島県／福島市・会津若松市を中心とする全県

ⓒFUKUSHIMA UNITED FC

ⓒFUKUSHIMA UNITED FC ⓒFUKUSHIMA UNITED FC

ⓒFUKUSHIMA UNITED FC

ⓒFUKUSHIMA UNITED FC ⓒFUKUSHIMA UNITED FC

福島への経済効果を常に意識し、地域からあって良かったと思ってもらえるクラブへとなるため、今後も活動を続けていきます。
上記の活動が評価され、日本財団Heros AWARD2017を受賞させていただきました。
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鹿島アントラーズ（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

茨城県／鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

54.3%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

9.3%

36.4%

活動回数

140回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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鹿島アントラーズ（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

アントラーズホームタウン小学校訪問

鹿島アントラーズは鹿行（ろっこう）地区5市と茨城県、アントラーズで
形成するホームタウン協議会があり、そのホームタウン協議会主催で
選手がホームタウンの小学校を訪問する「ホームタウン小学校訪問」を
実施しています。
3年間で5市53校を訪問する計画で2017年は19校2,121名の児童と
触れ合いました。写真は曽ヶ端準選手と小田逸稀選手が訪問した模様で、
当初6年生だけの交流の予定でしたが全校生徒が両選手をお出迎えし
アントラーズの応援歌を送りました。
お礼に両選手が全校生徒とハイタッチして交流がスタートしました。
6年生との交流では曽ヶ端選手がＤＦ役をしたり、小田選手がＦＷ役を
したりしました。PK対決では、曽ヶ端選手は「大人げなく」児童のシュート
を止めましたが、小田選手は見事にシュートストップされていました。
クラスごとの写真を撮って終了となりました。
2018年は20校を訪問予定です。

鹿島アントラーズは5市のホームタウンと10自治体のフレンドリータウンに
サポートいただいており、Ｊリーグのホームタウン開催日に1年に1回
各自治体の日を定めて「ホームタウンデイズ・フレンドリータウンデイズ
○○の日」を実施しています。
当日は当該自治体の住民のみなさまをスタジアムに招待や優待すると
ともにスタジアムコンコースでは自治体の特産品のPRや地元の伝統芸能の
披露するなど、スタジアムに来場された方への楽しみも提供いただいています。
写真の「フレンドリータウンデイズ東庄の日」では特産品のいちごの販売が
大好評で長蛇の列となりあっというまに売切れてしましました。

ホームタウンデイズ/
フレンドリータウンデイズ

ホームタウン

茨城県／鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ

ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ ⓒＫＡＳＨＩＭＡ ＡＮＴＬＥＲＳ
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水戸ホーリーホック（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

62.0%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

11.8%

26.2%

水戸市・ひたちなか市・笠間市・那珂市・小美玉市・茨城町・城里町・大洗町・東海村

活動回数

722回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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水戸ホーリーホック（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

幼稚園・小学校等でのスポーツ体験教室

アカデミーコーチが保育園、幼稚園、小学校等を訪問し、
子どもたちとコミュニケーションをとりながら、身体を動かす
ことの楽しさ、素晴らしさを伝える活動を年間約350回実施
しています。将来を担う子どもたちの夢を育み、スポーツを
通して立派な大人へと成長していただくことが狙いです。

ホームタウンをはじめ、隣接市町村における地域イベントや環境
活動に選手やクラブスタッフが積極的に参加し、活気溢れる
街づくり、美しい街づくりに取り組み、ホームタウンを豊かに
する活動を行っています。クラブでは、左記のスポーツ体験教室を
含め、年間800回以上のホームタウン活動を実施しています。

地域イベントおよび環境活動に積極的に参加

ホームタウン

水戸市・ひたちなか市・笠間市・那珂市・小美玉市・茨城町・城里町・大洗町・東海村

©MITO HOLLYHOCK ©MITO HOLLYHOCK

「人が育ち、クラブが育ち、街が育つ」の理念の下、地域に根ざしたクラブを目指す。
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栃木ＳＣ（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

栃木県／宇都宮市

59.5%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

9.1%

31.3%

活動回数

351回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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栃木ＳＣ（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

夢プロジェクト

社会貢献活動の一環として選手とコーチがホームタウン宇都宮市内の
小学校を訪問し、講話や実技を行い、スポーツを通じて子どもたちと
交流を深めることにより，子どもたちの心身の健全な発達に積極的に
寄与することを目的としています。

ホームタウン宇都宮市の自治会加入促進ポスターです。
その他栃木SCでは、薬物乱用防止や消費者被害防止、
人権擁護など様々な啓発活動にも積極的に取り組んでおり、
サッカーのみならず、広く地域への貢献を行っております。

自治会加入促進ポスター

ホームタウン

栃木県／宇都宮市

ⓒTOCHIGISC
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ザスパクサツ群馬（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

群馬県／草津町、前橋市を中心とする全県

51.4%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

5.4%

43.2%

活動回数

37回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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ザスパクサツ群馬（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ザスパクサツ群馬では、地域に密着した
総合的な健康づくり運動を推進するため、
高齢者を対象とした健康づくり教室開催
しています。また、運動以外でも栄養、
休養の在り方に付いて具体的な指導を行い、
長期的な健康づくりへの意識を高めると
ともに、健康の保持増進を図ることを目的
としています。

ザスパクサツ群馬の所属コーチが、地域の
小学校などで、スポーツの楽しさを伝えて
いきます。子どもたちに運動することの
楽しさや協力することの大切さを伝え、
元気いっぱいな笑顔になれるよう、県内
各地に訪問します。

ホームタウン

群馬県／草津町、前橋市を中心とする全県

©KUSATSUONSEN FC

地域貢献を目的に、アウェイ戦において、
群馬県のぐんまちゃんとともに、群馬県の
ＰＲを実施しています。



(c) 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 27

浦和レッズ（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

85.9%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

7.5%

6.7%

活動回数

1,139回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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浦和レッズ（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ハートフルクラブ「小学校授業サポート」

埼玉県内の小学校の道徳と体育の授業に取り組み、「こころ」と
「からだ」を育む活動を行っています。
1時間目の落合キャプテンの講話で「一生懸命やること、
楽しむこと、思いやり」の大切さを説き、2時間目の実技で元気に
ボールを追いかけて体を動かすことの楽しさを体感してもらいます。
2017年は128校を訪問しました。

さいたま市浦和区役所が主催する浦和区在住・在学の小学生女子
児童のためのサッカー教室を行っています。
毎年2回（夏・冬）実施し、レッズレディースの選手・指導者や
ハートフルクラブのコーチ陣が指導しています。毎回定員（100名）
を超える応募がある『サッカーのまち 浦和』ならではの活動です。

浦和区女子サッカー教室

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

©URAWA REDS

©URAWA REDS
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大宮アルディージャ（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

44.6%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

17.5%

37.9%

活動回数

583回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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大宮アルディージャ（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

埼玉県／さいたま市

©大宮アルディージャ

©大宮アルディージャ

©大宮アルディージャ

ORANGE! HAPPY!! SMAIL CUP!!! 手話応援

©大宮アルディージャ ©大宮アルディージャ

大宮クリーン大作戦

昨年の10回目となる、障がい者のサッカー大会
｢ORANGE! HAPPY!! SMAIL CUP!!! ｣では、7つの
障がい者サッカー体験イベントの開催およびＰＲブースを
展示。障がい者向けサッカー教室なども実施し、障がい者
サッカー認知の普及に努めています。
また、さいたま市のノーマライゼーション条例と協働し、
年１回、障がい者と健常者が手話を使って一緒に応援する
ホームゲームイベント「手話応援デー」を企業の協賛を得て
開催。行政、市民、ボランティア、サポーターが協力し、
多くの市民がノーマライゼーションを体験できる場を提供
しています。

人権啓発活動（メッセージ入り人権フラッグ）

大宮駅前及び東口商店街のクリーン作戦
（年間20回以上）、大宮区との合同の
クリーン作戦の共催などホームタウンの
美化に積極的に取り組んでいます。
2004年以降、これまでに360回実施。
（2018/3/8現在）

これまで「全国中学生人権作文
コンテスト」埼玉県大会への
協力や、監督、選手のメッセー
ジを書き込んだ人権フラッグや
ボードのホームゲームでの掲出、
地元住民や子ども達と法務大臣
とが語り合う「車座ふるさと
トーク」のクラブハウスでの
実施など、地域レベルで人権
問題に取組んでいます。
昨年は、法務省人権擁護局より
埼玉県プロスポーツチームでは
初となる「人権擁護功労賞」を
受賞しました。

障がい者との交流
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ジェフユナイテッド千葉（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

千葉県／市原市 、千葉市

66.1%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

15.2%

18.7%

活動回数

525回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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ジェフユナイテッド千葉（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウンふれあいフェスタ

2004年から千葉市、市原市と共催で、市内の在住・在学生を
対象に、トップチーム選手と普及コーチによるサッカー教室などの
イベントを実施しています。
サッカーを通して、スポーツの楽しさ、コミュニケーションの
大切さなどを学ぶとともに、選手と子どもたちとのふれあいや
交流、およびホームタウン意識の醸成を目的としています。

千葉市、市原市では、市の将来を担う子どもたちが登校時に、
活力や希望・元気を感じ、健やかに育ってもらうことを目的に
「あいさつ運動」を行っています。この活動趣旨に賛同しホーム
タウンのクラブとしてチームマスコットのジェフィやレディース
選手が協力しています。

朝のあいさつ運動

ホームタウン

千葉県／市原市 、千葉市

©JEFUNITED

©JEFUNITED
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柏レイソル（活動領域分布）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

ホームタウン

千葉県／柏市

56.6%

スポーツ×健康Ｊクラブ×社会課題

Ｊクラブ×地域振興

9.4%

34.0%

活動回数

53回

68.9%

10.0%

21.1%

54クラブの活動領域分布

*各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づいて集計した参考値です。
*クラブによるカウント方法の違いを調整できていないため、参考値としてご覧ください。
*小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合がございます。
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柏レイソル（トピックス）

Ｊリーグホームタウン活動調査2017年版 / 2018年3月

学校訪問 レイソルしま専科（せんか）

柏レイソルは2006年から、「サッカーを通じてホームタウンの
子ども達の健全な育成に寄与すること」を目的に、ホームタウンの
小中学校を選手らが訪問して子どもたちと交流をはかる「学校訪問
レイソルしま専科（せんか）」を実施しています。
選手やコーチングスタッフが自らの体験を語るトーク、リフティング
などの実技披露、そして実際にボールを使って身体を動かし、
サッカーの楽しさを体験してもらうプログラムなどを通じて、
子どもたちと交流しています。

柏市の原動機付自転車（50cc以下）のナンバープレートデザインに、
クラブマスコットの「レイくん」が採用され、7月14日（金）から
交付されることになりました。
これは、柏ナンバー10周年を記念し、柏市民に自分のまちへの愛着を
深めてもらうことを目的に導入されるもので、市内中学校美術部から
デザイン案を募り、市民投票の結果、柏市立中原中学校美術部の
作品に決定したものです。
【ナンバープレート デザインについて】
2017年1月30日～2月10日に市民投票を実施し、投票総数907票
のうち、中原中学校美術部の作成したデザインが169票を獲得し、
決定しました。

柏市原動機付自転車
オリジナルナンバープレート

ホームタウン

千葉県／柏市

©KASHIWA REYSOL

©KASHIWA REYSOL


